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令和 4 年（ 2 0 2 2 年） 2 月 1 0 日号　 2 　

　「 コ ミ ュ ニティ ・ スク ール」 の取組で、　  　       子ども たちの地域への思いが詰まっ た　　      心温まるお弁当が誕生！

　

「
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
何
が
で
き
る
か
」
を
地
域
全
体
で
考
え
、
実
現
し
て
い
く
。

そ
の
過
程
の
中
で
、
子
ど
も
の
「
生
き
る
力
」
を
育
み
、
地
域
の
未
来
を
も
切
り
拓ひ

ら

い

て
い
く
―
。
そ
れ
が
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
」
の
取
組
で
す
。

　

令
和
2
年
度
に
は
、
市
内
全
て
の
小
中
学
校
が
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
」
と
な
り
、

そ
の
活
動
は
充
実
し
て
き
て
い
ま
す
。
今
号
で
は
、
市
内
初
の
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー

ル
」
と
な
っ
た
南
中
学
校
区
の
、
地
域
貢
献
の
取
組
の
一
つ
を
紹
介
し
ま
す
。

進
ん
で
い
ま
す
！ 

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
」
の
取
組

地
域
の
温
も
り
感
じ
る
学
校
へ

　　

学
習
支
援
や
学
校
美
化
、
安
全
確
保

支
援
な
ど
、
こ
れ
ま
で
も
地
域
の
皆
さ

ん
に
学
校
を
支
援
い
た
だ
い
て
き
ま
し

た
が
、
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
」

は
、
学
校
の
教
育
方
針
や
目
標
に
向
け

て
、
地
域
住
民
が
積
極
的
に
か
か
わ
る

新
し
い
仕
組
み
。
市
内
全
て
の
小
中
学

校
に
は
、
教
職
員
、
保
護
者
、
地
域
住

民
な
ど
が
思
い
を
共
有
す
る
場
「
学
校

運
営
協
議
会
」
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

市
内
初
の
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス

ク
ー
ル
」
と
な
っ
た
の
は
、
南
中
学
校

区
（
つ
つ
じ
が
丘
小
学
校
・
南
中
学
校
）
。

平
成
29
年
４
月
の
こ
と
で
し
た
。
南
中

学
校
区
で
は
小
中
一
貫
教
育
を
実
施
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
「
学
校
運
営
協
議

会
」
も
一
本
化
。
ま
た
、
平
成
30
年
に

は
、
子
ど
も
た
ち
が
自
分
た
ち
の
地
域

に
誇
り
を
持
っ
て
語
れ
る
こ
と
を
目
標

に
、
生
徒
ら
と
地
域
の
代
表
が
話
し
合

う
「
つ
つ
じ
っ
子
会
議
」
が
発
足
し
ま

し
た
。
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
」

の
取
組
の
一
環
と
し
て
、
ツ
ツ
ジ
の
葉

を
イ
メ
ー
ジ
し
た
地
域
の
ゆ
る
キ
ャ
ラ

「
え
み
ら
る
」
を
制
作
し
た
り
、
子
ど

も
た
ち
が
地
元
の
イ
ベ
ン
ト
に
出
店
し

世
代
間
交
流
を
図
っ
た
り
す
る
事
業
に

取
り
組
み
、
文
部
科
学
大
臣
表
彰
も
受

賞
。
話
し
合
わ
れ
た
内
容
が
、
次
々
に

実
現
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
３
月
、
つ
つ
じ
が
丘
小
学
校
の

近
く
の
ス
ー
パ
ー
で
、
子
ど
も
た
ち

が
考
案
し
た
お
弁
当
が
販
売
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
名
も
「
え
み
ら
る
風
弁

当
」。
こ
の
お
弁
当
も
ま
た
、「
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
」
の
取
組
か
ら
生

ま
れ
た
も
の
で
す
。

　

つ
つ
じ
が
丘
小
学
校
の
６
年
生
は
、

家
庭
科
の
授
業
で
「
弁
当
」
に
つ
い
て

学
び
ま
す
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
調
理
実
習

が
中
止
に
。
子
ど
も
た
ち
か
ら
は
、「
調

理
実
習
の
代
わ
り
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
の

学校・ 保護者・ 地域の代表が、 学校の運営など を 話し 合う ために設置さ れる 「 学校運営協議会」。

つつじ が丘小学校・ 南中学校では、 つつじ が丘・ 春日丘自治協議会の中にある「 子ども 育成委員会」

と も 連携し 、 学校の課題や「 目指す子ど も の姿」 など について話し 合い、 互いの立場ででき る こ

と を 考えています。

　 昨年 3 月に、 団地内のスーパーで売り 出

さ れた地域のゆる キャ ラ がデザイ ンさ れた

子ども たち考案のお弁当。 エビフ ラ イ やか

ら あげなど、 子ども たちの好物がぎっ し り

詰まっ ていて、 卒業生が菓子店と コ ラ ボし

て作っ たき な粉入り 「 かたやき」 も 入っ て

います！

　 ラ ベルには児童一人ひと り によ る「 コ ロ

ナにう ち 勝て！！」 な ど の手書き のメ ッ

セージが添えら れ、 子ども たちの地域を 思

う 気持ちも 一緒に詰めら れています。

←

市
内
初
と
な
る
南
中
学
校
区
「
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
」
の
取
組

小
学
生
考
案
の
「
お
弁
当
」
が

ス
ー
パ
ー
で
販
売
さ
れ
た
！

※販売は終了し ています

 

教
育
総
務
室　
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参
画

児童・ 生徒

の活動

3 　 令和 4 年（ 2 0 2 2 年） 2 月 1 0 日号

　 お弁当を 作っ て 売り たいと 聞いた時は、「 売

れるかな」 と 心配し ていま し たが、 地域の皆さ

んが、 子ど も たち の思いに賛同し て、 たく さ ん

購入し てく れまし た。

　 子ども たち は、一生懸命に地域の課題を 調べ、

「 交通安全を 呼びかける 看板を 作り たい」「 空き

家や空き 地を 有効利用でき ないか」 などと 提案

し てく れま す。 子ど も たち も 、 地域のために力

を 発揮し てく れる 一員であり 担い手。 私たち も

一緒になっ て実現でき ないか考えま す。 子ど も

目線だから こ そ気付ける こ と も あり ますし ね。

　 それに、子ども たち の目は真剣そのも の。「 地

域のために」 と やる 気になっ てく れている から 、

私たち も 自然と 燃えてく るんです。

　 子ども たちは、 自分たちが地

域で 取り 組みたいこ と を 考え、

地域の人と 一緒になっ て「 実現」

に向けて活動し ていく 。まさ に、

教科書では学ぶこ と ができ ない

「 生きた学習」 です。

　 学校運営協議会を通じ て、 民

生委員児童委員、 学校ボラ ン

ティ ア、 老人ク ラ ブなど、 地域

のいろ いろ な立場の人と 「 目指

す子ども の姿」 を 共有し ながら

と も に活動でき るので、 学習の

幅も ぐ んと 広がっ ていきます。

子ども たちが「 地域のために」 っ て、 やる気

になっ てく れてるから 、 私ら も 燃えてく る！

つつじ が丘小学校 校長　 上谷 典秀

教科書にはない「 生き た学習」 を

　 こ れま で手を 挙げて 発言し よ う と し な

かっ た子が、 地域の人た ち と の学習や発

表の場で は、 積極的に自分の考え を 発表

し 始めた んで す。 こ れには驚かさ れま し

た ね。 子ど も た ち の提案に対し て、 地域

の人が、 実現に向けて 取り 組んで いこ う

と 真剣に話を 聞いて く れる ので、 すご く

やり がいを 感じ ているんだと 思います。

　 お弁当の販売を はじ め、 自分た ち が地

域で 取り 組んだ 活動が成果と し て 見え る

こ と で、「 やればでき る んだ」 と いう 子ど

も た ち の自信にな っ て いる。 地域ぐ る み

のこ う し た取組が、「 生き る 力」 を 育んで

いく こ と にも つながっ ていく はずです。

自分たち が取り 組んだ成果が目に見え

て現れる。そんな貴重な経験が自信に！

感
染
が
広
が
る
中
、
地
域
の
人
が
元
気

に
な
る
よ
う
な
何
か
が
で
き
れ
ば
」
と

い
っ
た
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
が
、
授
業
で
お
弁
当
メ

ニ
ュ
ー
の
ア
イ
デ
ア
を
考
え
、「
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
」
の
取
組
と
し
て
、

そ
の
お
弁
当
を
地
元
の
ス
ー
パ
ー
で
売

り
出
す
こ
と
が
で
き
れ
ば
―
。
栄
養
教

諭
の
北
中
先
生
は
そ
う
考
え
ま
し
た
。

早
速
、
「
学
校
運
営
協
議
会
」
で
、
「
コ

ロ
ナ
に
負
け
ず
元
気
で
笑
顔
に
な
ろ
う

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
し
て
取
り
上
げ
ら

れ
、
６
年
生
が
考
え
た
お
弁
当
の
ア
イ

デ
ア
を
聞
い
て
も
ら
お
う
と
、
学
校
の

近
く
の
ス
ー
パ
ー
に
協
力
を
打
診
。
快

く
協
力
い
た
だ
け
る
こ
と
と
な
り
、
さ

ら
に
は
、
ス
ー
パ
ー
の
総
菜
担
当
者
に

よ
っ
て
、
弁
当
の
メ
ニ
ュ
ー
を
考
え
る

う
え
で
必
要
と
な
る
原
価
計
算
や
色
合

い
、
人
気
の
具
材
な
ど
に
つ
い
て
の
授

業
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
に

こ
だ
わ
っ
た
「
コ
ロ
ナ
に
負
け
な
い
弁

当
」
や
、
名
張
産
の
い
ち
ご
や
野
菜
な

ど
を
取
り
入
れ
た
地
産
地
消
弁
当
な
ど

ア
イ
デ
ア
を
出
し
、
地
域
の
人
や
ス
ー

パ
ー
の
担
当
者
の
前
で
、
そ
の
ア
イ
デ

ア
を
発
表
。
コ
ス
ト
な
ど
を
考
慮
し
て
、

「
え
み
ら
る
風
弁
当
」
が
誕
生
し
ま
し

た
。
包
装
紙
に
は
「
コ
ロ
ナ
に
打
ち
勝

て
」
な
ど
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
も
添
え
、
昨

年
３
月
、
実
際
に
ス
ー
パ
ー
で
売
り
出

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

一
日
限
定
15
食
、
合
計
１
１
０
食
。

そ
ん
な
販
売
目
標
を
掲
げ
、
迎
え
た
弁

当
販
売
日
。
弁
当
が
売
れ
る
か
ど
う
か
、

子
ど
も
た
ち
は
不
安
だ
っ
た
そ
う
。
し

か
し
、
店
頭
に
は
長
蛇
の
列
！
あ
っ
と

い
う
間
に
完
売
し
、
３
０
０
食
の
追
加

注
文
が
舞
い
込
み
ま
す
。
子
ど
も
た
ち

は
、
追
加
注
文
に
驚
き
、
喜
び
な
が
ら
、

率
先
し
て
お
弁
当
の
包
装
紙
に
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
書
き
込
ん
で
い
き
ま
し
た
。

　

未
来
を
生
き
る
子
ど
も
た
ち
が
、
少

子
高
齢
化
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
、
デ
ジ
タ

ル
社
会
な
ど
激
し
い
社
会
の
変
化
に
対

応
し
て
い
く
た
め
に
も
、
子
ど
も
た
ち

の
自
ら
学
び
考
え
行
動
す
る
「
生
き
る

力
」
は
ま
す
ま
す
重
要
と
な
っ
て
い
ま

す
。「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
」

の
取
組
に
よ
り
、
学
校
の
中
だ
け
で
は

な
く
、
地
域
社
会
を
舞
台
に
子
ど
も
た

ち
が
活
動
す
る
こ
と
で
地
域
に
誇
り
を

持
ち
、
地
域
の
人
の
温
か
さ
に
触
れ
る

中
で
、
「
生
き
る
力
」
も
育
ま
れ
て
い

る
の
で
す
。

　　

昨
年
12
月
、
つ
つ
じ
が
丘
小
学
校

で
６
年
生
と
地
域
づ
く
り
組
織
と
の

懇
談
会
が
開
か
れ
、
交
通
安
全
や
ご

み
問
題
、
空
き
家
対
策
な
ど
に
つ
い

て
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。
児
童
は
地

域
の
課
題
を
調
べ
、
ご
み
拾
い
イ
ベ

ン
ト
の
実
施
や
「
え
み
ら
る
」
を
デ

ザ
イ
ン
し
た
交
通
事
故
対
策
の
反
射

材
を
作
る
こ
と
な
ど
を
提
案
。
行

政
へ
の
要
望
や
自
治
会
で
の
取
組
な

ど
が
検
討
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。

　

他
の
地
域
に
お
い
て
も
、
子
ど
も
た

ち
が
、
ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
に
向

け
、「
コ
ロ
ナ
禍
を
一
緒
に
乗
り
越
え

よ
う
」
と
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
や
プ
レ
ゼ
ン

ト
を
作
成
し
て
届
け
た
り
、
「
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
輪
を
広
げ
る
標
語
」
を

考
え
た
り
、
支
援
す
る
側
と
し
て
防
災

訓
練
に
参
加
し
た
り
と
、
「
地
域
と
と

も
に
あ
る
学
校
づ
く
り
（
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
）
」
の
充
実
に
向
け

た
取
組
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

学校運営協議会
保護者・ 地域の代表、 ボラ ン

ティ ア、 学識経験者などで構成

学校運営の基本方針の説明

連携・ 協働

学校運営への参画

学校支援の充実

地域貢献の場づく り

学　 校

承認・ 意見

保護者・ 地域住民・ 地域づく り 組織

支
援

子 ど も た ち

と 地 域 の 未

来 の た め に

頑張り ま す !

←

つつじ が丘小学校 栄養教諭　 北中 一枝 つつじ が丘・ 春日丘自治協議会  理事  片山 榮
え い じ

二さ ん

市内の各小中学校でも 、 それぞれ「 コ ミ ュ ニティ ・ スク ール」 の充実に向けた取組が進めら れています。

市ホームページで、各校の取組を紹介し た「 コ ミ ュ ニティ スク ールだより 」 や「 実践集」 を掲載し ていますので、ぜひご覧く ださ い。

学
校
を
核
と
し
た
地
域
づ
く
り
に

子
ど
も
た
ち
の
力
を
！

学　 校

目
指
す
子
ど
も

の
姿
の
共
有

地域の皆さ んは

頼れる 存在です！
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地域の皆さ んの

温かい対応に感謝

保護者にと っ て

　「 学校と 地域の懸け橋になり たい」 と の思いで 、 昨年 4 月

に地域おこ し 協力隊（ 薦原地区担当） と し て着任。 情報発信

などに取り 組んでいます。

　 初めて薦原小学校を 訪ねた時のこ と です。「 今日は何し に

来たん？」「 名前は何ていう の？」 っ て、 児童が積極的に話

し かけてき てく れまし た。 東京では、『 ど んな人がいる か分

から ないから 知ら ない人に声を かけないよ う に』 っ て教えて

いまし たから 、 すごく 驚き まし た。

　 移住し て感じ た名張の魅力は、地域の人が、親戚のおじ ち ゃ

んやおばち ゃ んみたいに、子ども たち に接し てく れる 温かさ 。

学校が所有・ 管理する「 学校林」 での自然学習にも 参加し て

いますが、遊具の整備や維持管理なども 含め、学校ボラ ン ティ

アの協力があっ てこ その活動だと 言えます。

　 こ う し た土地柄だから こ そ、「 コ ミ ュ ニ テ ィ ・ ス ク ール」

の取組は、 こ れから も っ と 進化し ていく のではないかと 期待

し ています。親と し ても 積極的にかかわっ ていき たいですね。

令和 4 年（ 2 0 2 2 年） 2 月 1 0 日号　 4

　 授業時間確保のために、 令和４ 年度から 、

小中学校の夏季休業日を ３ 日間短縮し ま す

（ ７ 月 2 1 日～ 8 月 2 8 日）。

　 こ れに伴い、 小中学校の土曜授業（ 令和

３ 年度は４ 回実施） のあり 方について は、

PTA・ 教職員など の各代表者・ 教育委員会

関係者ら で構成する「 土曜授業検討委員会」

で検討を 重ねた結果、 廃止する こ と と し ま

し た。 なお、 防災訓練な ど、 学校と 地域と

が一緒に行う 行事は、 振替授業と し て実施

し ていき ます。

 学校教育室　  6 3 ‐ 7 8 8 2

　 小中学校など で教育活動を 支援いただける 大

学生を 随時募集中です。 自身の資質向上にも ！

活動期間　 下記の期間中の、 決まっ た曜日

　 ▼前期： 4 月6 日～9 月3 0 日

　 ▼後期： 1 0 月1 日～令和5 年3 月2 5 日

◎交通費など支給。 詳し く は、 問合せ先へ

 学校教育室　  6 3 ‐ 7 8 8 2

令和 4 年度 市内小中学校の
「 学生教育サポータ ー」 募集

「 放課後児童ク ラ ブ」 の
 補助員を募集（ 学生可）

　 放課後児童ク ラ ブ で、 宿題や遊びの見守り 、

読み聞かせなどの支援を し ていただけま せんか。

登録資格　 1 8 歳以上（ 高校生は除く ）

登録方法　 市販の履歴書に写真を 貼り 、 郵送ま

たは市役所 1 階子ども 家庭室（ 〒 5 1 8‐ 0 4 9 2

鴻之台 1 ‐ 1 ）へ　 ◎詳し く は問合せ先へ

 子ども 家庭室　  6 3 ‐ 7 5 9 4

　 登下校時の見守り や校舎の補修・ 除草、 学校図書館・ ク ラ ブ活動・ 教科学習への支援など 、 地域

の皆さ んの経験や知識・ 特技など を 学校教育に生かし ていただく 「 学校生活支援ボラ ン テ ィ ア」 を

随時募集し ています。 地域ぐ る みで子ども たち を 育んでいき まし ょ う ！　

◎詳し く は、 問合せ先へ       　  学校ボラ ンティ ア室（ 教育センタ ー内）  6 4 ‐ 8 8 6 4

登下校時の見守り や除草、 ク ラ ブ活動への支援など

「 学校生活支援ボラ ンティ ア」 を 随時募集し ています小中学校の夏休みを短縮し 、

土曜授業を廃止し ます

令和４ 年度から

2 児の母。 昨年、 名張に移住し 、 地域おこ し 協力隊員

と し て SN Sや手作り の広報紙などで、小学校や保育所・

地域の行事など、 薦原地域の情報を 中心に発信し てい

ます。 東京では、 中学校の教員を 務めていまし た。

地域おこ し 協力隊の

活動はこ ち ら から

地域おこ し 協力隊　 長谷川 未紗さ ん

地域と 子ども たちと の温かいつながり は名張だから こ そ！

今後の「 コ ミ ュ ニティ ・ スク ール」 の取組に期待し ています

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
の
効
果

子ども たちにと っ て

▶

▶ 子ども たち の学びや体験

活動が充実し ます。

▶ 自分に自信が持て た り 、

人を 思いやる心が育まれ

ます。

▶ 地域の担い手と し ての自

覚が高まり ます。

▶ 地域の人と 顔の見える関

係を 築く こ と で、 防災・

防犯につながり ます。

自分のふるさ と

が好き になっ たわ

▶ 学校や地域に対する 理解

が深ま り 、 家庭での教育

にも 良い効果が生まれま

す。

▶ 地域の中で子ど も たち が

育てら れている と いう 安

心感があり ます。

▶ 保護者同士や地域の人と

の人間関係が築けます。

 ボク も 地域で

でき る こ と がある！

  地域の人を

知るいい機会に

　  なっ たよ

教職員にと っ て

▶ 地域の皆さ んの理解と 協

力を 得た 学校運営や「 社

会に 開かれた 教育課程」

の実現が可能になり ます。

▶ 地域の人の経験や知識・

特技を 学校教育に生かす

こ と ができ ま す。

▶ 地域の協力によ り 、 子ど

も と 向き 合う 時間が確保

でき ます。

学校教育の幅が

大き く 広がり ます

地域にと っ て

▶ 経験を 生かし た活動は、

生き 甲斐にも なり ます。

▶ 学校が社会的に つ な が

り 、 地域のよ り どこ ろ に

なり ます。

▶ 学 校 を 核 と し た 地 域

ネ ッ ト ワ ー ク が形成さ

れ、 地域課題の解決につ

ながり ます。

子ども たちの

笑顔が何より の

報酬かな

子育て世帯と

つながれる

いい機会ね

保
護
者
や
地
域
住
民
が
、
子
ど
も
の
教
育
に
対
す
る
課
題
や
目
標
を
共
有
す
る
こ

と
で
、
学
校
を
支
援
す
る
取
組
が
充
実
す
る
と
と
も
に
、
関
わ
る
全
て
の
人
に
さ

ま
ざ
ま
な
効
果
が
広
が
っ
て
い
き
ま
す
。
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